
日
立
関
連
職
場
有
志
７
名
が

12月

13日
、
日
立
労
組
本
部

に
「
日
立
グ
ル
ー
プ
制
度
標
準
化
」
「

14年
春
闘
」
「
グ
ル
ー

プ
会
社
で
の
リ
ス
ト
ラ
」
の
３
項
目
で
緊
急
要
請
を
行
い
ま

し
た
。

「
日
立
グ
ル
ー
プ
制
度
標
準
化
」
で
の
「
解
雇
」
は
、
「
会

社
は
、

事事 事事
業業 業業

のの のの
縮縮 縮縮

小小 小小
又又 又又

はは はは
廃廃 廃廃

止止 止止
、
そ
の
他
事
業
上
や
む
を
得

な
い
事
情
が
あ
る
と
き
組
合
員
を
解
雇
す
る
と
き
は
組
合
又

は
支
部
と
協
議
す
る
」
と
な
っ
て
お
り
、
会
社
都
合
で
社
員

を
解
雇
で
き
る
内
容
で
す
。
そ
こ
で
、
解
雇
自
由
化
に
つ
な

が
る
会
社
提
案
の
撤
回
を
労
働
組
合
に

要
求

し
ま
し
た
。

４
月
に
消
費
税
率
３
％
ア
ッ
プ
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
な
し
で
は
、
働
く
者
の
生
活
が
い
っ
そ
う
厳
し
く

な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
日
立
は
連
結
で
「
内
部
留
保
」

を
２
兆
８
千
億
も
溜
め
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

14春
闘
で

３
～
５
％
の
ベ
ア
で
賃
金
レ
ン
ジ
の
引
き
上
げ
実
現
で
き
る

よ
う

に
積
極
的
な
「
要
求
」

を
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

各
地
の
日
立
グ
ル
ー
プ
会
社
で
、
事
業
縮
小
、
再
編
、
譲

渡
に
伴
っ
て
退
職
強
要
や
「
追
い
出
し
部
屋
」
設
置
な
ど
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
該
当
職
場
で
の
雇
用
を
守
ら
せ
る
た
め
、

日
立
労
組
本
部
と
し
て
詳

細
を
調
査
し
、
日
立
製
作
所
に
対

し
強
力
な
要
請
を
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。
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大幅賃上と雇用維持でいい仕事ができる職場を

働 き が い の あ る 人 間 ら し い 仕 事 を

解
雇

自
由

化
に

繋
が

る
改

訂
撤

回
を

「
事

業
構

造
改

革
」

と
リ

ス
ト

ラ
で

職
場

は
ズ

タ
ズ

タ

★もよりの連絡先

茨 城 090-8747-6239 (馬場)

茨 城 090-6142-6153 ( 堀 )

東 京 090-3534-8626 (谷口)

神奈川 080-5060-7728 (中村)

静 岡 090-9121-0602 (多田)

愛 知 090-4253-1217 (成木)

大 阪 06-6939-2905 ( 森 )
え
っ
！
ア
メ
リ
カ
の
企

業
と
合
弁
で
す
か
？

年
末
の

12月
。
突
然
、
会
社
で
構
内

放
送
が
あ
る
と
の
話
が
あ
り
、
ア
メ
リ

カ
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
ズ
と

日
立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
空
調
部
門
に

て
合
弁
会
社
を
作
る
と
い
う
発
表
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
空
調
業
界

で
は
東
芝
の
富
士
工
場
と
ア
メ
リ
カ
の

キ
ャ
リ
ア
の
合
弁
が
あ
り
ま
す
が
，
合

弁
前
に
人
員
削
減
を
実
施
し
た
等
、
不

安
に
な
る
話
し
か
聞
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

今
回
の
合
弁
に
つ
い
て
は
、
情
報
が
少

な
い
た
め
、
不
安
に
思
っ
て
い
ま
す
。

従
業
員
の
中
か
ら
は
、
「
雇
用
は
守
ら

れ
る
よ
ね
？
」
「
事
業
再
編
に
よ
る
影

響
は
無
い
よ
ね
？
」
等
の
意
見
が
挙
が
っ

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
現
状
の
処
遇
制

度
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

事
業
構
造
改
革
で

日
立
社
員
で
な
く
な
る
！

日
立
製
作
所
発
祥
の
地
、
茨
城
（
日
立
市
・
ひ
た
ち
な

か
市
）
の
職
場
で
は
、
日
立
社
員
が
、
同
業
他
社
の
社
員

や
関
連
子
会
社
の
社
員
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
重
大
な

事
態
が
起
き
て
い
ま
す
。

三
菱
重
工
業
と
火
力
発
電
シ
ス
テ
ム
事
業
を
統
合
す
る

の
に
伴
い
、
日
立
事
業
所
の
社
員
２
０
０
０
人
が
三
菱
重

工
傘
下
の
新
会
社
に
転
属
し
ま
す
。
国
内
の
昇
降
機
事
業

を
４
月
１
日
付
で
日
立
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
に
開
発
・
製
造
業

務
を
移
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
水
戸
事
業
所
な
ど
で
働
く

日
立
社
員
約
１
０
０
０
人
が
日
立
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
に
転
属

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
４
月
１
日
付
で
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム

事
業
を
再
編
、
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
開
発
す
る
日

立
情
報
制
御
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
を
存
続
会
社
と
し
て
、

日
立
ア
ド
バ
ン
ス
ト
デ
ジ
タ
ル
、
茨
城
日
立
情
報
サ
ー
ビ

ス
を
合
併
し
、
こ
の
再
編
に
よ
り
、
こ
の
事
業
に
関
連
す

る
日
立
社
員
約
３
０
０
名
を
転
属
前
提
で
日
立
Ｉ
Ｃ
Ｓ
に

出
向
さ
せ
ま
す
。

職
場
で
は
、
身
分
や
働
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
、

労
働
条
件
悪
化
や
人
員
削
減
な
ど
へ
の
不
安
の
声
が
挙
が
っ

て
い
ま
す
。

2222000011114444
春春春春闘闘闘闘

賃
金

レ
ン

ジ
ア

ッ
プ

で
全

員
が

賃
上

げ
を

「
自
己
再
開
発

支
援
制
度
」

悪
用
し
退
職
強
制

情
Ｉ
Ｐ
事
業
部
か
ら
日
立
ア
プ
ラ

イ
ア
ン
ス

清
水

空
調

本
部
へ
二
重
出

向
さ

せ
ら

れ
た
従

業
員

に
対

し
て

、

一
次
出
向
先
の
日
立
Ｃ
Ｔ
Ｍ
の
製
造

部
長
が
訪
問
し
「
戻
っ
て
も
あ
な
た

の
仕
事
が
な
い
」
と
脅
か
し
、
「
自

己
再
開
発
支
援
休
職
制
度
」
を
申
込

ま
せ
る
と
同
時
に
「
退
職
願
」
を
強

引
に
提
出
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の

後
、
休
職
制
度
に
基
づ
き
終

了
一
ヶ
月
前
に
「
退
職
願
い
」
を
撤

回
し
ま
し
た
。

現
在
、
電
機
・

情
報
ユ
ニ
オ
ン

が
日
立
製
作
所

と
団
交
中
で
す
。

2006年6月分を再掲載



5 4 4 

26 

12 

37 

3 

0 

20 

40 

60 

１

万

円

未

満

１

万

円

２

万

円

３

万

円

４

万

円

５

万

円

以

上

N

A

％

生活に必要な増額

苦苦苦苦ししししいいいい生生生生活活活活のののの実実実実態態態態

生活が「かなり苦し

い」「やや苦しい」と

いう回答が全体の約６

割に達しています。生

活に必要な増額は、３

万円以上の回答者は75

％で、増額の加重平均

は３万５７００円です。

心心心心のののの病病病病でででで不不不不安安安安・・・・健健健健
康康康康にににに不不不不安安安安がががが44440000%%%%

心身の不安について

は、健康と答えたのは全体の49％で、心の病

で不安・健康に不安があるが40％、通院・治

療中が11％となっています。困っていること・

不安なことのトップは老後・年金など将来の

ことで全体の29％です。

以上より、賃賃賃賃金金金金アアアアッッッッププププとととと健健健健康康康康不不不不安安安安、、、、老老老老
後後後後、、、、年年年年金金金金問問問問題題題題のののの改改改改善善善善が求められます。

賃
金
カ
ッ
ト
を
元
に

戻
し
て
も
ら
え
れ
ば
、

普
通
の
生
活
が
で
き
る
。

（
ル
ネ
サ
ス
・
武
蔵
）

日
立
製
作
所
は
一
時
金
５
、
３
５
ヶ
月
で
、

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
は
一
時
金
が
２
～
３
ヶ
月
で
、
同

じ
日
立
グ
ル
ー
プ
な
の
に
あ
ま
り
に
も
差
が
あ

り
す
ぎ
ま
す
。
生
活
が
大
変
で
す
。

（
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
・
国
分
）

仕
事
量
は
あ
る
が
、
赤
字
の
為
、
残
業
が
で

き
ず
、
生
活
は
か
な
り
苦
し
い
。
も
と
も
と
の

受
注
金
額
が
正
し
く
な
い
。
こ
れ
で
は
作
業
員

は
苦
し
い
一
方
で
あ
る
！

（
日
立
Ｉ
Ｅ
）

成
果
主
義
と
は
名
ば
か
り
で
成
果
を
あ
げ
て

も
賃
金
は
あ
が
ら
な
い
。
色
々
理
由
を
付
け
ら

れ
て
ボ
ー
ナ
ス
は
減
ら
さ
れ
る
。
上
長
の
勝
手

な
評
価
に
な
っ
て
い
る
。
（
日
立
・
大
み
か
）

結
婚
で
き
る
給
料
が
欲
し
い
。

35才
で
未
婚

で
す
が
、
現
在
の
手
取
り
で
は
結
婚
で
き
ま
せ

ん
。
会
社
の
存
続
有
無
を
明
確
に
し
て
く
だ
さ

い
。
日
立
メ
デ
ィ
ア
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
将

来
に
つ
い
て
、
明
確
な
方
針
を
出
し
て
頂
か
な

い
と
、
働
い
て
い
る
社
員
が
不
安
で
困
り
ま
す
。

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
、
経
営
方
針
を
明
確
に
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
日
立
メ
デ
ィ
ア
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
戸
塚
）

海
外
生
産
が
メ
イ
ン
に
な
る
に
つ
れ
て
開
発

部
門
へ
の
業
務
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

海
外
生
産
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
よ
く

検
討
し
た
上
で
、
短
期
間
の
対
応
と
は
せ
ず
、

長
期
間
で
対
応
す
べ
き
と
思
う
。

海
外
で
の
や
り
取
り
は
と
て
も

し
ん
ど
い
。（
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
・
旭
）

会
社
が
つ
ぶ
れ
な
い
か
心
配
し
て
い
ま
す
。

早
々
に
コ
ス
ト
体
力
の
あ
る
会
社
の
実
現
を
願

う
。

（
ル
ネ
サ
ス
・
武
蔵
）

い
よ
い
よ
来
年
か
ら
年
金
暮
ら
し
に
な
る
。

年
金
が
少
し
づ
つ
減
額
さ
れ
て
き
て
い
て
、
生

活
が
心
配
で
す
。

（
日
立
・
国
分
）

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
で
は
再
雇
用
の
人
員
で
生
産
を
進

め
て
い
る
た
め
、
若
い
人
が
育
っ
て
い
な
い
。

当
面
の
利
益
の
み
を
追
求
し
て
い
る
。
若
者
の

雇
用
を
進
め
る
べ
き
。

（
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
・
旭
）

親
の
介
護
が
心
配
。
秘
密
保
護
法
も
不
安
で

す
。

（
ル
ネ
サ
ス
・
武
蔵
）

残
業
を
削
減
し
、
も
っ
と
、
余

暇
を
充
実
さ
せ
た
い
。
し
か
し
、
残
業
が
多
い

の
で
そ
う
は
な
ら
な
い
。

（
日
立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
清
水
）

休
日
出
勤
が
多
く
体
が
休
ま
ら
な
い
。

（
日
立
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
・
国
分
工
場
）

居
心
地
の
悪
い
職
場
で
す
。
定
時
の
チ
ャ
イ
ム

が
鳴
っ
て
も
だ
れ
も
席
を
立
た
ず
に
仕
事
を
し

続
け
る
。
非
正
規
の
私
は
能
力
も
な
い
の
で
残

業
す
る
ほ
ど
仕
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
ぐ
に
帰

り
た
い
の
に
帰
り
づ
ら
く
て
な
か
な
か
帰
れ
ま

せ
ん
。
ほ
ん
と
に
そ
ん
な
空
気
で
す
。
一
部
屋

に
少
人
数
で
い
る
の
で
外
部
と
の
交
流
も
な
く
、

会
話
も
笑
い
も
な
く
何
の
為
に
こ
こ
に
い
る
の

か
と
悩
む
毎
日
で
す
。
年
末
年
始
は
休
み
も
多

い
の
で
、
そ
の
分
給
料
も
減
る
の
で
生
活
も
い
っ

ぱ
い
い
っ
ぱ
い
で
す
。

50円
、
１
０
０
円
で
も

給
料
を
上
げ
て
ほ
し
い
。
（
日
立
・
大
み
か
）

賃賃 賃賃
上上 上上

カカ カカ
ッッ ッッ

トト トト
をを をを

元元 元元
にに にに

戻戻 戻戻
しし しし

てて てて

経経 経経
営営 営営

にに にに
不不 不不

安安 安安

将将 将将
来来 来来

がが がが
不不 不不

安安 安安

賃金改善を願う2222000011114444年年年年

例年であれば、新年は良い年になることを期待してワクワクした気

持ちになるのですが、今年は新年を迎えるのがちょっと憂鬱でした。というより、

できればまだ来てほしくなかった２０１４年。何故なら今年は春から消費税を８

％に上げることが決まっているからです。消費税増税は大きな買い物だけでなく日々の

生活に直接影響する為、「少しでも節約しなければ」という考え方にどうしてもなって

しまいます。今年の春闘では数年ぶりの賃金ベースアップの獲得が期待されていますが、

財布の紐が緩むほどの確かな賃金改善を勝ち取れることを願った新年でした。

投
稿

歓
迎

このコーナーへの投稿をお待ちしています。Eﾒｰﾙ:info@hitachikon.netにどうぞ！！

職職 職職
場場 場場

環環 環環
境境 境境

のの のの
改改 改改

善善 善善
をを をを

要要要要求求求求アアアアンンンンケケケケーーーートトトト集集集集計計計計結結結結果果果果

（（（（日日日日立立立立関関関関連連連連分分分分））））

長長 長長
時時 時時

間間 間間
労労 労労

働働 働働
のの のの

改改 改改
善善 善善

をを をを

心心心心身身身身のののの不不不不安安安安

賃 上 げ 要 求 の 声 を 拡 げ

ベースアップの実現を！

生活の実感

生活に必要な増額


